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　野村たづこさん（石畑）が100歳の誕生日を迎えられ、５
月22日（金）に川地憲元町長から長寿のお祝い状とお祝い金
が贈呈されました。
　野村さんは、若い頃には高田中学校で調理員として勤め、
趣味である山菜取りや裁縫を楽しんでいたそうです。また、
施設では塗り絵や体操をして楽しく過ごしているそうです。
お米が大好きで、食事の時間にはたくさん食べる姿を見た
周りの人たちから驚かれているとのことでした。

　伊藤しずをさん（大巻）が100歳の誕生日を迎えられ、６
月１日（月）に川地憲元町長から長寿のお祝い状とお祝い金
が贈呈されました。
　伊藤さんは若い頃から農業に取り組み、施設に入所する
までは畑仕事や草むしりに精を出し、野菜作りをして元気
に過ごしていたそうです。また、野菜が大好物で、自分で
作った野菜をたくさん食べて過ごしていたことが、結果的
に健康的な生活につながり、100歳を迎えることができた
“長寿の秘訣”なのではないかと親族の皆さまが話してくれ
ました。

　県西濃農林事務所が実施している「ぎふ田んぼの学校活
動事業」の一環として、６月10日（水）に笠郷小学校の５年
生児童が、小学校付近の農業用水路に生息している生き物
を採取しました。県水産研究所研究員の指導のもと、児童
たちはドジョウやナマズ、カエルなどの生き物を捕まえ、
図鑑を参考にしながら細かく観察しました。
　児童は「私たちの身近な水路にこれだけたくさんの種類
の生き物がいて驚きました」などと話し、興奮した様子で
した。この事業をとおして、農業用水路や田んぼなどが農
業生産において重要な役割を果たしていることを学ぶとと
もに、多様な生き物にとって重要な生息地となっているこ
とを知り、環境保全の大切さへの理解を深めました。

　６月10日（水）に日吉小学校の６年生児童を対象として、町
役場税務課職員により「わたしたちのくらしと税金」をテーマ
に租税教室が行われました。租税教室は町内すべての小学校
６年生児童を対象として、大垣税務署と町役場税務課が共同
で取り組み、税金の仕組みや役割、どのように使われている
のかなどを説明することで、納税者意識を育てることを目的
として毎年行っています。
　授業をとおして、児童たちは税金の種類や性質、どういっ
た恩恵をもたらしており、なくなるとどうなってしまうのか
を学びました。はじめは税金に対して不満そうな様子であっ
た児童たちも、最後にはその重要性を理解し、納税の義務を
果たすことを約束しました。
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